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研究成果の概要（和文）：本研究は、学習効果を高めるグループ学習の活用と、学力として汎用的能力（社会コンピテ
ンシー）を育成する協同学習の指導法の定着への貢献を基本的視座とした。第一に、ジョン・ハッティの「メタ・メタ
分析」による協同学習の効果特定の方法とドイツにおけるその統合データに基づく評価、さらにはその統合データの手
法そのものへの評価を突き止めた。第二に、協同学習の質評価のための授業診断シートの試行的類例を構築することが
できた。第三に、学力として社会コンピテンシーを育成するドイツの学力改革、その汎用的能力育成のための協同学習
の機能や条件、指導と評価の一体化、診断指標・評価シートの開発に関し、総括的な研究を行なった。

研究成果の概要（英文）：This study assumed following two basic points to contribute, namely to bring up 
utilization of the group learning for the enhancement of learning effect and the establishment of the 
orientation method for the cooperative learning (CL) which as "ueberfachliche Kompetenz" (social 
competency) should be built up as scholastic ability. First, a method of the effect identification of the 
CL by John Hattie's "meta-meta-analysis" and the evaluation based on the identification data in Germany, 
furthermore the evaluation itself of the unification data have been clarified. Second, a trial for 
similar cases of the class diagnosis algorithm could be built for the evaluation of the quality of CL. 
Third, an all-inclusive study has been done, such as scholastic ability reform in Germany, the 
unification of a function and conditions, instruction and the evaluation of CL contributing to 
"ueberfachliche Kompetenz", the development of a diagnosis criteria and the assessment sheet.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 学校教育実践において、近年、アクティブ
ラーニングの必要性が高まるとともに、協同
学習の技法への関心が急速に高まってきた。
他方、平成 12－14 年度科学研究費補助金基
盤⒞「協同的な、学びづくりの指導力を定着
させる授業診断指標の開発」（研究代表者：
原田）の調査結果では、「グループ学習の必
要感は教職経験年数 5年まで急激に落ち込み、
その後は経験年数を重ねてもほとんど回復
しないこと」、即ち、余裕をもって学級経営
に取り組める経験年数に達しても「グループ
学習」への忌避感が現職教員に根強くあるこ
との実態を明らかにした。協同学習の技法が
もたらす効果に関してはこれまで数多くの
関連研究がなされてきた一方、そのほとんど
がグループ・ワークや話し合い活動の効果、
それらと指導方法とのかかわりを対象とし
ていた。そこで本研究では、社会コンピテン
シーを育成する協同学習の学力形成効果に
着目し、教師の自己診断結果を確かな指導力
向上に結びつけることのできる授業診断シ
ートの開発の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
(1)教師は安定的に学級経営ができるように
なる経験年数に達しても、グループ学習を積
極的に用いて学習効果を高めようとはしな
いという課題をかかえている。グループ学習
の必要感は教職経験年数 5年まで急激に落ち
込み、その後はほとんど回復しないという教
師の意識の推移を基に、教師の学習指導力の
客観的判定と自己課題の摘出、力量に応じた
改善に有効に働く、授業診断・自己評価シー
トの開発を目的とした。 
 
(2)これまでの研究では、協同学習の技法習熟
段階に対応させて一連の技法の可視化を図
り、指導力向上にはそれぞれのキー・ステー
ジでどのような技法の習得を必要とするか
が明示されてきた。グループ学習に対する教
師の疑念を除くにはそれだけでは不十分で
あることから、指導の手ごたえを掴むことの
できる客観的なデータ（エビデンス）が得ら
れる授業診断指標に基づき、その診断結果と
社会コンピテンシー習得との関連性の追求
を目指した。 
 
３．研究の方法 
 グループ学習の定着には、学習者に社会コ
ンピテンシーを習得させる指導法を特定し、
教師が技法の習熟段階を自己評価し改善の
手立てを得る必要がある。そこで本研究では、
①汎用的能力を育成する学力観・学力モデル
を明らかにし、②その学力観・学力モデルに
基づき、グループ学習を通して育成しようと
する社会コンピテンシーの学力要素や到達
水準を抽出し、③ドイツを中心とした実証的
研究から社会コンピテンシーの育成に有効
な指導法を抽出・検討し、グループ学習の指

導力を客観的に判定できる授業診断・自己評
価シートとその活用法を開発し、自己評価・
自己改善システム構築に向けた今後の展望
を考察するという研究方法を採ることとし
た。 
 
４．研究成果 
(1)本研究における「学力として社会コンピ
テンシーを育成するための授業診断シート」
を開発するにあたり、学力モデルとして汎用
的能力を育成するコンピテンシー要素構成
モデルを特定した。これが第一の成果である。
このモデルは、一面的な能力やある細目能力
要素の単純化された訓練による習得を巧み
に回避するために、「能力・知識・理解・技
能・行為・経験・動機づけなどの多様な構成
要素が網状に共振するファセット」＝問題解
決を目指して各能力要素が結集的かつ輻輳
的に作用する機能型能力群として設計され
たモデルであると定義することができる。こ
のモデルは、些末なスキル習得型学習を回避
し、それに歯止めをかけ、各能力要素を有用
で活用的に作用させる学習像を提供してく
れる。ファセットとして「複合的な場面やさ
まざまな問題状況の中で、既習得の知識・技
能、経験知、社会的協同行為やモチベーショ
ンなどを、適宜、動員したり組み合わせたり
して活用する能力」として、本研究の「社会
コンピテンシー」を位置づけることができる。
他の汎用的能力の要素育成にも一般化でき
るモデルといえよう。 
 
(2)社会コンピテンシーを汎用的能力のファ
セット機能として特性を定めた上で、その社
会コンピテンシーの要素の抽出・類型化を試
みた。(1)のコンピテンシー構成要素モデル
の一翼に社会コンピテンシーを組み入れ、他
と複合的に機能する能力要素という視点か
ら、社会コンピテンシーの能力要素の類型化
を図った。この細目要素の具体化とカテゴリ
ー化により、授業診断のための着眼点を特定
することができた。これが第二の成果である。 
上記「社会コンピテンシー」にかかわる研究
を進めるにあたり、欧州議会が EU 各国共通
のレファレンスの枠組として採択された勧
告「生涯学習における 8つのキー・コンピテ
ンシー」（2006 年 12 月）、「欧州における生涯
学習のための資格認定の枠組み（EQF）」（2008
年 4 月）、「同資格認定の枠組みドイツ版」、
また、ドイツユネスコ委員会と各州文部大臣
常設会議の勧告「学校における持続可能な発
展のための教育」（2007 年 6月）、国連欧州経
済委員会承認「未来のための学習：持続可能
な発展のための教育におけるコンピテンシ
ー」（通称：「教育者のための ESD コンピテン
シー」）など、将来の世界的な学力政策の試
金石として有力だと判断される政策的文書
に基づき、本研究でターゲットとする「社会
コンピテンシー」の世界的動向を把握したこ
とも本研究の副次的な成果として挙げるこ



とができる。 
 
(3)本研究では、社会コンピテンシーを育成
する有力な授業方法として協同学習法を想
定している。協同学習法による学習者への働
きかけがもたらす作用効果については、ジョ
ンソン兄弟やスレヴィン等々、実に膨大な実
証的先行研究により裏づけられているとこ
ろでもあるが、近年、有力な研究成果に恵ま
れていなかったことも事実である。 
この問題意識から、メルボルン大学の教育

学者ジョン・ハッティ (John Hattie)教授の
メタ・メタ分析の手法を駆使した「学習の可
視化」研究に着眼した。メタ分析とは、実証
的先行研究が提供するデータの統合を図る
研究である。ハッティは、このデータ統合し
たメタ分析研究そのものも既に蓄積されて
いることから、このメタ分析研究が提供する
データをさらに統合する研究を行なった研
究者であり、英国の教育専門誌「The Times 
Educational Supplement」は、「世界に最も
影響を及ぼす教育学者」と報じた。このハッ
ティ研究に基づき、協同学習法の指導効果に
関しメタ・メタ分析が導きだした結果の詳細
を突き止めたことが、第三の成果である。こ
の結果の分析により、本研究が前提として想
定していた協同学習法による社会コンピテ
ンシーの育成の根拠を補強することができ
た。エビデンス・ベースの教育学として国際
的に認知されつつあるハッティ研究に対し、
ドイツやスイスで活躍する第一線の教授学
者と共同で成果発表できたこと、先行研究不
在のわが国で先鞭をつけたことも成果とし
て報告しておきたい。 
 

図１ 協同学習の効果 (Hattie 2009) 

(4)グループ学習の過程には多様な集団事態
が発生する。グループ形態の形式的適用によ
り負の事態が生じる場合には、適切な対処方
法が特に求められる。この対処方法は、教師
側の指導方法に限られず、子どもの側の主体
的・自覚的な方法の習得と価値の内化という
側面をもつ。教師と生徒の相互作用によりす
ぐれた授業が進行することは経験上把握で
きたとしても可視化が困難な力量ゾーンで
あった。まず、研究対象にしたグループ活動
中の「教師の介入行為」に関し、教師の侵略

的な介入と対応的な介入に分け、介入行為の
質を規定する要因と傾向の把握に努めた。こ
の教師の介入行為の質に対し、エアランゲ
ン・ニュルンベルク大学の研究プロジェクト
が開発した5段階尺度による質評価を参照し、
授業研究の対象として「教師の介入行為」を
教授対象化し、その可視化を企図した。これ
により教師の介入とグループ活動の最適状
況との連関的関係を特定することができた。
授業観察とは、授業の改善を目的に教師の指
導力の向上に資する観察を指すが、教師の
「定型的な手続き」の良否とともに、その手
続きの背後にある当該教師の授業観や子ど
も観を検討の対象から除外することなく、教
授行為としての手続きの意味や根拠にまで
掘り下げて観察するという、奥深い授業観察
を実行するための基本的視座を得ることが
できた。 
 
(5)協同の精神の実現状況を評価・可視化す
るための授業観察の視点を定め、以下の授業
診断シートを提供することができた。その主
なものは、①話し合いのルールに関する観察
評価シート、②グループ討議観察シート、お
よび話し合い活動のコンピテンシー・チェッ
クリスト、③教師の指導法を分析するための
シート、④効果的なグループ活動を組織する
ための要因チェックシート、⑤グループの凝
集性・機能評価シート、⑥グループの成員間
で行われる相互交渉の質評価チェックリス
ト、である。協同学習の質評価のための授業
診断シートの試行的類例を構築できたこと
が第五の成果である。 
協同学習では学習目標を仲間と共有して

達成するために、ペアもしくは小グループの
活動が組み込まれる。複数で共に学ぶことに
より、一人ひとりの学習効果を相乗的に高め
ることができる。「学び合う」、「高め合う」、
「助け合う」など、「合う」の言葉を付して
表現される互恵的な協力関係に集団の成員
が気づき、その価値をいかに内化していくこ
とができるかが、グループ学習を真の協同学
習にするための基本要件となる。観察評価の
視点として、協同の精神といわれる高い志を
いかに可視化できるか、そのチューニングは
カンファレンス・セッションやモデレーショ
ンの機会を設けて精度を上げていくもので
ある。 
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